
「技能実習制度の活用状況に関する国内の監理団体・実習実施者・技能実習生

に対する調査」（監理団体調査）中間結果報告 

 

本事業の目的 

技能実習法に基づく技能実習制度の施行状況を把握するた

め、国内の監理団体・実習実施者・技能実習生における現行

制度の運用実態を把握し、制度の現状や課題,その要因等を

明らかにするもの。 

 

実施期間及び

委託先 

 

実施期間：令和５年度 

委託先：独立行政法人 労働政策研究・研修機構（JILPT） 

 

調査対象・調

査方法等（監

理団体調査） 

調査対象：国内の監理団体 

 ４月時点で許可を受けている 3626 団体。 

（うち、未達 205 件。） 

調査方法：web アンケート画面による回答方法 

 

回収率 

回収数（速報値）は以下の通り。  
回答数 回収率※ 

監理団体 1095 30.2% 
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技能実習制度の活用状況に関する国内の監理団体・実習実施者・技能実習生に対する調査 

（監理団体調査）単純集計 

 

Ｑ１  貴団体の事務所の所在地はどこですか。該当するものすべてを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 北海道 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 回答団体数1,095

1,196 44 9 8 19 7 6 12 49 19 26 34 50

100.0 4.0 0.8 0.7 1.7 0.6 0.5 1.1 4.5 1.7 2.4 3.1 4.6

東京都 神奈川県 新潟県 富山県 石川県 福井県 山梨県 長野県 岐阜県 静岡県 愛知県 三重県

110 24 7 17 10 10 2 23 46 39 117 30

10.0 2.2 0.6 1.6 0.9 0.9 0.2 2.1 4.2 3.6 10.7 2.7

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 徳島県

11 9 81 30 6 4 9 3 40 58 23 14

1.0 0.8 7.4 2.7 0.5 0.4 0.8 0.3 3.7 5.3 2.1 1.3

香川県 愛媛県 高知県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県

23 26 12 61 7 15 21 14 5 2 4

2.1 2.4 1.1 5.6 0.6 1.4 1.9 1.3 0.5 0.2 0.4

上段：事務所数

下段：％

速報値 
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Ｑ２ 貴団体の形態は以下のどれに当たりますか（該当する１つを選択）。 

 

Ｑ３ 貴団体が監理事業を開始した年（西暦）をお教えください。 

 

 

 

 

 

Ｑ４ 貴団体は職業紹介事業の許可を取得していますか（該当する１つを選択）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 
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Ｑ５ 貴団体は登録支援機関の登録を行っていますか（該当する１つを選択）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ６ 貴団体が実習監理を行っている実習実施者数をお教えください。 
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Ｑ７ 実習実施者の事務所の所在地はどこですか。該当するものすべてを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 北海道 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県
回答団体数

1,095

4,550 99 37 50 84 34 40 75 183 119 130 220 211

100.0 9.0 3.4 4.6 7.7 3.1 3.7 6.8 16.7 10.9 11.9 20.1 19.3

56 東京都 神奈川県 新潟県 富山県 石川県 福井県 山梨県 長野県 岐阜県 静岡県 愛知県 三重県

204 185 54 46 50 45 45 84 150 145 254 133

18.6 16.9 4.9 4.2 4.6 4.1 4.1 7.7 13.7 13.2 23.2 12.1

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 徳島県

87 93 215 157 59 52 41 53 100 120 74 62

7.9 8.5 19.6 14.3 5.4 4.7 3.7 4.8 9.1 11.0 6.8 5.7

香川県 愛媛県 高知県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県

75 78 37 156 57 55 83 74 52 57 36

6.8 7.1 3.4 14.2 5.2 5.0 7.6 6.8 4.7 5.2 3.3

上段：団体数

下段：％
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Ｑ８ 貴団体が実習管理を行っている実習実施者のうち、監理事業事務所所在県以外の実習実施者

数はいくつですか。 

 

 

Q９ 貴団体が受け入れている技能実習生の人数（２０２３年８月１日現在）をお教えください。 
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Q10 貴団体が受け入れている技能実習生が実習を行っている職種分野をお教えください。該当す

るものすべてを選択してください。 

※％は回答団体数（1095 団体）を分母とするものであり、合計は 100 とならない。 

 

Ｑ11 貴団体が受け入れている技能実習生が実習を行っている職種をお教えください。該当するも

のすべてを選択してください。 

左欄：当該職種を受け入れている団体数 

中欄：当該分野における当該職種の受入れ割合（％） 

右欄：全分野における当該職種の受入れ割合（％） 
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Ｑ12 外部監査もしくは外部役員の有無をお教えください（該当する１つを選択）。／外部監査 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ13 外部監査もしくは外部役員の有無をお教えください（該当する１つを選択）。／外部役員 

 

 

 

 

 

Ｑ14 貴団体における監理事業に従事する職員数をお教えください。／常勤職員 
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Ｑ15 常勤職員ひとり当たり実習企業数（無回答等 4 件を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ16 常勤職員ひとり当たり実習生数（無回答等 2 件除く） 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 

（％） 
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Ｑ17 貴団体における監理事業に従事する職員数をお教えください。／非常勤職員 

 

Ｑ18 監理責任者等養成講習を受講した職員の数を教えてください。 
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Ｑ19 職員のうち、主に技能実習計画の作成の指導を担当した者の人数をお教えください。／常勤

職員 

 

Ｑ20 職員のうち、主に技能実習計画の作成の指導を担当した者の人数をお教えください。／非常

勤職員 
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Ｑ21 母国語相談に従事している職員数（常勤、非常勤、委託）をお教えください。また、そのう

ち外国籍の方は何人ですか。／常勤職員 

 

 

Ｑ22 母国語相談に従事している職員数（常勤、非常勤、委託）をお教えください。また、そのう

ち外国籍の方は何人ですか。／常勤職員うち外国籍 

 

 

  



12 

 

Ｑ23 母国語相談に従事している職員数（常勤、非常勤、委託）をお教えください。また、そのう

ち外国籍の方は何人ですか。／非常勤職員 

 

 

 

Ｑ24 母国語相談に従事している職員数（常勤、非常勤、委託）をお教えください。また、そのう

ち外国籍の方は何人ですか。／非常勤職員うち外国籍 

 

 

 

 

 



13 

 

Ｑ25 母国語相談に従事している職員数（常勤、非常勤、委託）をお教えください。また、そのう

ち外国籍の方は何人ですか。／委託先職員 

 

 

 

Ｑ26 母国語相談に従事している職員数（常勤、非常勤、委託）をお教えください。また、そのう

ち外国籍の方は何人ですか。／委託先職員うち外国籍 
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Ｑ27 母国語相談の常勤職員数＋非常勤職員数＋委託職員数の合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ28 訪問指導又は定期監査を実施する際の、技能実習計画作成の指導を担当した者の同行状況に

ついてお聞きします（該当する１つを選択）。 
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Ｑ29 実習実施者に対して、どのように支援・相談対応をしていますか（該当するものすべて）。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ30 貴団体の実習生に対する母国語の相談対応は、次のいずれの方法で行われていますか（該当

するものすべて）。 
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Ｑ31 母国語での相談対応可能な日数は次のいずれに当てはまりますか（該当する１つを選択）。

／母国語相談対応頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ32 母国語での夜間休日の相談対応状況は次のいずれに当てはまりますか（該当する１つを選

択）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ33 実習生に対する母国語の相談対応について、外部への業務委託を行っていますか（該当する

１つを選択）。 
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Ｑ34 技能実習生から、いじめや職場での人間関係トラブルなどの相談が寄せられることはありま

したか（委託相談窓口を含めて）（該当する１つを選択）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ35 技能実習生から転籍希望の相談を受けたことはありますか（過去１年以内）（該当する１つ

を選択）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ36 技能実習生から転籍の相談を受けて、転籍支援を実施したことがありますか（該当する１つ

を選択）。 
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Ｑ37 転籍の相談を受けて、どのように転籍支援を行いましたか（該当するものすべて）。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ38 「傘下の他の実習先に交渉」したときに、転籍に要した時間(期間)はどれくらいですか（該

当する１つを選択）。 
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Ｑ39 「２ 外国人技能実習機構の実習先変更支援サイトを利用」したときに、転籍に要した時間

(期間)はどれくらいですか（該当する１つを選択）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ40 「３ 他の監理団体に交渉」したときに、転籍に要した時間(期間)はどれくらいですか（該

当する１つを選択）。 
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Ｑ41 「４ 送出機関を利用」したときに、転籍に要した時間(期間)はどれくらいですか（該当す

る１つを選択）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ42 「５ その他」したときに、転籍に要した時間(期間)はどれくらいですか（該当する１つを

選択）。 
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Ｑ43 転籍を支援するに当たって苦労した点や時間を要した理由は何ですか（該当するものすべ

て）。 

 

Ｑ44 外国人技能実習機構の指導や他の監理団体の依頼を受けて転籍支援をしたことがありますか

（該当する１つを選択）。 
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Ｑ45 技能実習生に対する日本語教育支援の実施状況について、次の中から該当するものすべてを

お教えください。 

 

Ｑ46 貴団体の役員が代表等を務める実習実施者の実習監理を行ったことがありますか（該当する

１つを選択）。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ47 実習監理に当たって、実習先との中立性を確保するためにどのような取り組みを行っていま

すか（該当するものすべて）。 
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Ｑ48 監理事業以外に経済的事業を実施していますか（該当する１つを選択）。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ49 貴団体はホームページを開設していますか（該当する１つを選択）。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ50 HP の掲載内容について、該当するものすべてを選択してください。 
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Ｑ51 貴団体において、これまでの技能実習２号終了後の実習生の進路についてお聞きします。ま

ず、これまで貴団体が技能実習２号の実習生を受け入れてきたかお教えください（該当する１つ

を選択）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ52 貴団体において、これまでの技能実習２号終了後の実習生の進路は、次のうちそれぞれどの

くらいですか。 合計で１００％になるようにご記入ください。おおまかな数字で結構です。／1 

技能実習３号への移行 
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Ｑ53 貴団体において、これまでの技能実習２号終了後の実習生の進路は、次のうちそれぞれどの

くらいですか。合計で１００％になるようにご記入ください。おおまかな数字で結構です。／2 

特定技能１号への移行 

 

 

 

 

 

Ｑ54 貴団体において、これまでの技能実習２号終了後の実習生の進路は、次のうちそれぞれどの

くらいですか。合計で１００％になるようにご記入ください。おおまかな数字で結構です。／3 

帰国 
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Ｑ55 貴団体において、これまでの技能実習２号終了後の実習生の進路は、次のうちそれぞれどの

くらいですか。合計で１００％になるようにご記入ください。おおまかな数字で結構です。／4 

その他 

 

 

 

 

Ｑ56 貴団体において、これまでの技能実習３号終了後の実習生の進路についてお聞きします。ま

ず、これまで貴団体が技能実習３号の実習生を受け入れてきたかお教えください（該当する１つ

を選択）。 
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Ｑ57 貴団体において、これまでの技能実習３号終了後の実習生の進路は、次のうちそれぞれどの

くらいですか。合計で１００％になるようにご記入ください。おおまかな数字で結構です。／1 

特定技能１号への移行 

 

 

 

 

Ｑ58 貴団体において、これまでの技能実習３号終了後の実習生の進路は、次のうちそれぞれどの

くらいですか。合計で１００％になるようにご記入ください。おおまかな数字で結構です。／2 

帰国 
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Ｑ59 貴団体において、これまでの技能実習３号終了後の実習生の進路は、次のうちそれぞれどの

くらいですか。合計で１００％になるようにご記入ください。おおまかな数字で結構です。／3 

その他 

 

 

 

 

 

Ｑ60 貴団体における、技能実習生の技能検定３級程度実技試験または技能評価試験専門級の平均

合格率は、次のいずれに当てはまりますか（該当する１つを選択）。 
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Ｑ61 送出国におけるマッチングに際して、監理団体による実習生候補者への実習内容の説明はど

のように行っていますか（該当するものすべて）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ62 送出国におけるマッチングに際して、監理団体としての取り組みについてお聞きします。ど

のように面接を実施していますか（新型コロナウイルス感染症の影響を除く）（該当するものす

べて）。 
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Ｑ63 監理団体から見て、送出機関はどのように実習生の支援をしていますか（該当するものすべ

て）。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ64 傘下実習実施者で法令違反等の理由により認定取消がなされたことはありますか。理由等で

該当するものすべてを選択してください。 
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Ｑ65 貴団体の監理事業の体制面での課題について教えてください（該当するものすべて）。 

 

 

 

 

 

 

 

 




